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第１章 部活動の現状と課題  

１ 部活動の意義  

本市は平成３０年に示した方針として、「西条市の部活動の在り方に関する方針」に、部活動は学校

教育活動であることを明言してきた。これは、生徒がスポーツや文化芸術活動等に親しむことは、学校

教育がめざす資質・能力の育成に資するものであり、これらの活動は、生徒の自主的、自発的な参加に

より行われるものと示されてきた。また、部活動と教育課程との連携を図り、持続可能な運営体制を整

備することにも努めてきた。 

さらに部活動は、体力や技能の向上を図る目的以外にも、生徒同士や生徒と教師等との好ましい人

間関係の構築を図り、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の醸成など、学校という環境にお

ける生徒の自主的で多様な学びの場として教育的意義を有し、学校教育において大きな役割を担って

きた。 

 

２ 部活動の課題  

少子化の進展により、本市の小学生・中学生数は急激な減少にあり、１０年後にはおよそ３分の２に

なると見込まれ、今後さらに加速度的に少子化が進むことが予測される。大規模校、小規模校関わらず

生徒が減った学校では、野球やサッカーなど団体で行う種目の活動が困難となり、合同部活動により

活動を維持している学校が多くみられる。つまり、生徒の減少に伴う教職員の減少により部活動の顧

問の配置が難しくなるなど、部活動の減少・活動低下を招いている。また、一部の部活動では、顧問で

ある教員に競技等の経験がなく、専門的な指導が難しい場合があることに加え、生徒の多様なニーズ

に応じた活動の選択肢が確保できなくなってきており、学校単位での部活動の維持が困難な状況にな

っている。このほか、休日も含めた部活動の指導や大会等への引率、運営への参加が求められており、

顧問を務める教員の時間外勤務の増大をはじめとする業務負担が社会的な課題にもなっている。 

それらのことを鑑み、今後も更なる少子化の進展が予想される中、中学校部活動をこれまでと同じ

体制で運営していくことは困難であると考える。しかし、単に部活動の運営をそのまま地域に展開す

るだけでは、参加者や指導者が確保できないといった課題は解決できない。そのため、学校やこれまで

の部活動の枠にとらわれない、持続可能な新しい体制の構築が求められている。 

【参考：令和８年度市内学年別（年齢別）人数】 
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【参考：令和 8 年度西条市中学校総合体育大会における合同部活動での参加状況】 

種  目 
学  校  名 

（合同チーム） 
合同部活動数 参加チーム総数 

男子バスケット 西条北中・丹原東中 １ ３ 

サッカー 東予西中・丹原東中・河北中 １ ７ 

軟式野球 

西条西中・西条南中 

東予西中・河北中 

丹原東中・丹原西中・小松中 
３ ６ 

ソフトボール 

丹原東中・東予西中・西条北中 

西条南中・西条東中 

丹原西中・東予東中 

３ ３ 

現在、多くの団体種目において、合同部活動が実施されている。今後さらに増加するものとみられる。 

 

【参考：令和 8 年度各中学校における部活動の生徒所属状況】 

 

令和８年度における市内学校部活動に所属している生徒は、運動部で１６７２人、文化部で３６３人、

生徒総数の８０％が学校部活動に所属している。今後、受け皿としての組織づくりが早急の課題になって

くる。 

 

【参考：令和 8 年度各中学校部活動顧問人数】 

 

 令和８年度のおける市内中学校の部活動顧問人数（副顧問も含む）である。今後、地域展開されるに

あたり、指導者の確保が課題となってくる。 

 

 

西条東 西条西 西条南 西条北 東予西 東予東 河北 小松 丹原東 丹原西 西条市

運動部所属人数計 257 100 252 345 111 243 76 128 124 36 1672

文化部所属人数計 53 19 43 99 16 60 15 29 29 0 363

部活動所属人数計 310 119 295 444 127 303 91 157 153 36 2035

部活動所属割合 78% 75% 75% 81% 85% 78% 80% 86% 84% 86% 80%

生徒数 399 159 391 546 149 387 114 183 182 42 2552

西条東 西条西 西条南 西条北 東予西 東予東 河北 小松 丹原東 丹原西 西条市

顧問人数 30 16 27 39 22 33 13 17 29 8 234
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３ 国や県が示す方向性  

(1) 国が示す方向性 

「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」最終とりまとめ（令和 7 年 5 月）

において、改革の理念及び基本的な考え方等について、次の内容が示されている。 

 

●急激な少子化が進む中でも、将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ

機会を確保・充実するのが改革の主目的。 

●学校単位で部活動として行われてきたスポーツ・文化芸術活動を、地域全体で関係者が連携し

て支え、生徒の豊かで幅広い活動。 

●地域クラブ活動においては、学校部活動が担ってきた教育的意義を継承・発展させつつ、新た

な価値を創出することが重要。 

 

また、地方公共団体が幅広い関係者の理解と協力の下、平日・休日を通した活動を包括的に企画・

調整し、地域の実情等にあった方針を決めるよう示された。 

さらに改革の進め方として、休日については、次期改革期間内に、原則、全ての学校部活動にお

いて地域展開を目指し、平日について、各種課題を解決しつつ、さらなる改革を推進するよう示さ

れた。 

今後の改革期間については、「改革実行期間」（前期：令和８年度～１０年度 → 中間評価 →

後期：令和１１年度～１３年度）とし、現時点で着手していない地方公共団体においても、前期の

間に休日の地域展開に着手するよう示された。 

【国：「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」最終とりまとめ（令和 7 年 5 月）】 
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(2) 愛媛県が目指す方向性 

令和 7 年 8 月に示された「部活動地域展開の実現に向けた愛媛県の方向性」において、県の方針

及び目標として、次の内容が示されている。 

 

・主たる目的は、学校部活動をなくすことではなく、将来にわたって子どもが継続的にスポーツ・

文化芸術活動に親しむ機会を確保・充実させていくことであり、その理念を幅広い関係者で共

有。 

・実行期間前期の目標年度はあくまで目安であり、地域の実情を踏まえつつ、できる限り前倒しで

の実現を目指すことが望ましい。 

・実行期間後期の具体的な目標（平日の地域展開等）については、市町の進捗状況や国の中間評価

を踏まえ、別途検討。 

・子どもの豊かで幅広い活動機会を実現させることを入り口としながら、スポーツ・文化芸術活動

を通じた地域社会の維持・活性化につなげることも期待される。 

 

【県方針】 「やりたい！」を、あきらめない。 

     ～オールえひめで挑む子どもの愛顔（えがお）と成長の居場所づくり～ 

【県目標】（実行期間前期）令和１０年度末までに全ての部活動で休日の地域展開を実現 

     （実行期間後期）平日も含め地域クラブ活動の拡充や持続化・安定化に向けた改革を推進 

【県：部活動地域展開の実現に向けた愛媛県の方向性（令和 7年８月）】 
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第２章 本市における部活動の地域展開 ～学校から地域へ～ 

１ 本市の部活動地域展開の目指す姿  

日本社会で進行する少子化の中でも、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親

しむことができる機会を確保することが求められている。本市においてもここ数年の間に、多くの

部活動が近隣校に集まって合同部活動として活動するとともに、既に一部の部活動が廃部になるな

ど、生徒のスポーツや文化芸術等における活動の選択肢がさらに減少している。 

こうした中、本市では中学生のスポーツ・文化芸術に親しむ機会を着実に確保していくためには、

学校部活動の教育的意義や役割について継承・発展させつつ、必要性に応じて段階的に地域展開し

ていくことが喫緊の課題となっている。そこで以下の基本理念をもとに、部活動地域展開に向けて

の取り組みを進めていくこととする。 

 

【基本理念】 

西条市の生徒たちが将来にわたり、運動、スポーツ、文化芸術活動に継続して親しむことができる環 

境を整備し、多様な活動の機会を確保する。 

 

この基本理念をもとに、以下の３点を柱とし、本市における部活動地域展開の目指す姿を定める。 

 

（１）機会の確保について  

少子化の進展により、中学校の生徒数は大幅に減少する中、将来にわたり本市の子どもたちがス

ポーツや文化芸術等に継続して親しむことができる機会を確保する。 

 

（２）部活動の教育的意義や役割の継承・発展について  

部活動の教育的意義や役割は、地域単位の部活動においても継承・発展させ、新しい価値を創出す

るよう、学校教育関係者等と必要な連携を図りつつ、発達段階やニーズに応じた多様な活動ができ

るよう環境を整備する。 

 

（３）（仮称）SAIJO 地域クラブの組織化と指導者や施設を確保について  

部活動の地域展開は、単に部活動を学校から切り離すものではなく、子どもたちの望ましい成長

を保障できるよう、地域の持続可能で多様なスポーツ環境や文化芸術等に親しむ環境を地域と共に

一体的に整備し、地域全体で子どもたちが多様なスポーツや文化芸術等の機会の確保に努める。そ

のため、適正なガバナンスを確保し、市が認定した（仮称）SAIJO 地域クラブが組織化され、指導を

希望する教員を含む地域の指導者や、学校施設を基とした施設を確保し、適切な活動時間の中で複

数種目から選択した活動に参加可能にするなど、多様な活動の提供に努める。 

【推進方針】 

① 西条市の子どもたちのスポーツ、文化芸術活動の持続的な充実を図る。 

② 学校部活動の教育的意義や役割を継承、発展させる。 

③ 指導者の確保を含む運営体制の充実に努める。 

④   学校における働き方改革に伴う教育の質の向上を図る。 
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２ 本市の部活動改革の方向性  

本市の部活動の運営状況を鑑みれば、今後、これまでと同じような活動を維持することは困難な状

況になることが想定される。ただし、これまで築き上げてきた部活動の教育的意義や役割の継承・発展

も視野に入れての改革が必要である。そこで、中学生の視点に立って、スポーツ、文化芸術等に親しむ

機会を着実に確保していくための改革の方向性として、以下の５点について取組を進めていく。 

 

（１）令和１０年度（２０２８年度）の中体連等の総体や各種コンクール、発表会等の後（３年生引退

後）に平日・休日の学校における部活動を一斉（完全）に廃止し、新体制から完全地域展開による

活動に取り組む。 

 

（２）将来的な生徒数の推計等に基づき、既存部活動の規模、学校施設の実用性を総合的に分析し、現 

場の声を踏まえて競技ごとに「適正なクラブ数」を算出し、活動拠点を集約することで、安定的な 

地域活動の受け皿を確立する。 

 

（３）組織としての受け皿や指導者（教職員の兼職兼業による）の確保、およびスポーツ・文化芸術団

体等の受け皿（担い手）の確保に努め、拠点校方式等を活用しながら学校施設を基盤とした地域展

開を計画的に進める。 

   

（４）スポーツ・文化芸術団体等の受け皿（担い手）の確保が出来た種目から地域展開に取り組む。  

市内のスポーツや文化芸術団体等（個人含む）から地域展開の受け皿を発掘し、既存の部活動の

地域展開に取り組む。そのため、運動部活動では、西条市スポーツ協会を窓口としつつもそれぞれ

種目ごとの協会と連携協力しながら指導者や担い手の確保に努め、文化部活動では、様々な文化

芸術関係の連盟や協会に協力を求め、少しでも多くの受け皿（担い手）の確保に努めていく。 

 

（５）学校外のスポーツ・文化芸術団体との連携により子ども達の選択肢を広げる。  

従来の学校部活動になかった種目や団体等についても、生徒の選択肢の一つとして、様々な活動

を紹介する。 

 

 

【基本目標】 

令和１０年度末までに、全ての種目で、平日・休日の地域クラブ活動への
完全展開を目指す。 
（ただし、地域の実情に応じ、関係者の共通理解の下、できるところから取組を進める。） 
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３ 活動場所の確保（学校施設の開放）  

現在の部活動を地域に展開し、本基本方針第２章の１の（２）で示す部活動の教育的意義や役割を継

承することを確認しつつ、これまでの西条市の部活動の在り方に関する方針（平成３０年１１月）に沿

ってクラブ運営する場合は、原則として、活動場所はそれまで使用していた学校施設を開放する。（可

能な範囲で用具も含む。）  

そのため、運動部活動では運動場や体育館の利用調整が出来る仕組みを構築することと、文化部に

おいては校舎内を使用することから、休日におけるセキュリティ等の施設管理面の整理を進める。ま

た、今後、平日における地域展開が進み、活動時間が夜間に及ぶ場合は、現在の学校開放により使用し

ている社会教育団体等との学校施設の利用について調整できる仕組みを構築する。 

 

４ 地域展開後の運営費（保護者（受益者）負担等）  

これまでの部活動では、学校教育活動の一環として原則無償で実施してきたが、地域展開後の地域

クラブ活動は学校管理外の活動となるため、運営費は原則として受益者負担とする。地域クラブ活動

において受益者負担を求める場合には、保護者の理解を得つつ、国や県の動向を調査しながら、活動の

維持・運営に必要な範囲で、可能な限り低廉な会費を設定するよう運営者に求めていく。 

 

５ 保険の加入  

   学校で生徒が加入している独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付は、学校管理下

の活動であった部活動で発生した怪我や事故を対象としており、学校管理下ではない地域クラブ活動

については対象外となる。そのため、生徒や指導者が安心して地域クラブ活動に参加できるよう、各地

域クラブで各種スポーツ保険に加入するよう周知、徹底する。 

 

６ 推進体制  

部活動の地域展開を協働して推進するため、外部組織として、社会体育団体及び文化芸術団体の代

表者、中学校長会、小学校長会、西条市中学校体育連盟会、西条市小学校体育連盟会、西条市音楽部会、

西条市ＰＴＡ連合会等で構成する「西条市部活動地域展開検討委員会」を設置する。 

これと並行して、庁内においては財源確保や制度設計等の行政機能を一手に担い、持続可能な基盤

を構築するための「西条市部活動地域展開推進庁内検討委員会」を設置し、組織的な検討を進める。 

また、地域展開の進め方や課題の抽出、その対応策を協議するため、随時、保護者、生徒及び教職員

を対象とした意向調査を実施し、現場のニーズを的確に把握する。 
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７ 今後のスケジュール （国や県の方針を踏まえて） 

 

【図：部活動地域展開の実現に向けた西条市のロードマップ】 

 

【西条市としての取組】 

〇 令和８年度から令和１０年度末までを具体的体制構築・地域展開実行期間と定め、全ての部活動の

平日・休日における完全地域展開実現を目指す。（できるところから） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「えひめ地域クラブ」 
「えひめ地域クラブ」 
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【（仮称）SAIJO地域クラブ】 

・学校管理下ではない活動として、在籍校、近隣校又は拠点施設で実施。従来の学校部活動になかった

種目も含む。 

【既存の民間のクラブチーム等】 

・総合型や競技別など、多様な種目・内容で活動。 

  

（仮称） 

SAIJO地域クラブ 

（仮称） 

SAIJO 

地域クラブ 
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【生徒から見た具体的変化】 

〇 学校に入りたい部活動がない場合、これまではあきらめるか、別の種目や内容の部活動に入るか、 

学校外の民間のクラブチーム等に入っていたが、今後は「（仮称）SAIJO 地域クラブ」が新設され、選

択の幅が広がり、希望する活動ができるようになる。 

 

〇 「（仮称）SAIJO 地域クラブ」では、競技経験者や専門的な指導者から指導を受けられるようにな 

る。 

  

〇 一つの競技・内容だけでなく、自分の興味・関心に応じて、「（仮称）SAIJO 地域クラブ」や「学校 

部活動」を組み合わせることにより、様々なスポーツ・文化芸術活動等を広く体験できるようになる。 

 

〇 これまで部活動では、基本的に同一の競技・内容等を３年間継続していたが、「（仮称）SAIJO 地域 

クラブ」は、興味・関心に応じて複数の活動に参加することも可能となり、誰もが気軽に参加できる 

ことで、自らに適したスポーツ・文化芸術活動等に出会う機会が広がる。ただし、公式戦や大会、各 

種コンクールへの出場にあたっては、各競技団体の大会要項および規定に従うものとする。 

 

 

【参考】教員の兼職兼業 

 

〇 地域クラブ活動の運営団体・実施主体は、教員をスタッフとして雇用等する際、居住地を考慮する

とともに、人事異動や退職等があっても継続的・安定的に従事することが可能か確認する必要がある。 

〇 西条市の教員が兼職兼業によって地域クラブ活動に従事する場合は、勤務校の校長の了承を得た上

で、西条市教育委員会の許可を得る必要がある。他市町の教員についても同様とする。 

〇 地域クラブ活動の運営団体・実施主体が、兼職兼業に係る労働時間の確認等を行うに当たっては、

厚生労働省の「副業・兼業の促進に関するガイドライン」も参照し、教員の服務監督を行う教育委員

会等と連携しながら、勤務時間等の全体管理を行うなど、適切な労務管理に努めるものとする。 


